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企画の意図 小松　康宏（板橋中央総合病院）
用語解説 小松　康宏（板橋中央総合病院）
 1．日本の透析医療における SDMと ACP―課題と展望 中山　昌明他（聖路加国際大学研究管理部）
 2．診療報酬における透析医療の SDM，ACPと今後の展望 山川　智之（仁真会白鷺病院）
 3．カナダの先進事例に学ぶ透析患者の CKMと ACP 石田　真理（医療法人勝又高台病院）
 4．わが国の慢性腎不全医療と CKM 酒井　　謙他（東邦大学医療センター大森病院）
 5．高齢腎不全患者における CKMと緩和ケアに関する現状と課題 小坂　志保他（東邦大学看護学部）
 6．透析導入期の SDM―どのように患者・家族と話し合うか 
 田中　順也（堺市立総合医療センター看護局）
 7．独居で CKMを希望した超高齢患者に対しての介入 

―SDM（協同意思決定）の重要性と生活の環境整備 山田　顕子他（小倉記念病院看護部）
 8．透析導入時の incremental hemodialysis 中尾　俊之他（腎臓・代謝病治療機構）
 9．血液透析困難患者に対する腹膜透析への移行戦略 

―意義，適応，共同意思決定の実践 森　　建文他（東北医科薬科大学腎臓内分泌内科）
10．長期透析患者の緩和ケア―透析困難例の事例紹介を中心に 西澤　欣子（一陽会原田病院）
11．透析患者における ACP・SDMを中心としたクリニック・ 
病院での定例ミーティング 松尾　七重（東京慈恵会医科大学腎臓・高血圧内科）

12．CKM選択時と，透析困難から透析を終了する場合の法的留意点 
 竹口　文博他（竹口病院／東京医科大学腎臓内科学／第一東京弁護士会）

特集／患者参加型医療として透析を考える―SDMと ACP

 （編集の都合により掲載内容が若干変更となることがあります）

OPINION 聖路加国際大学研究管理部 中山　昌明

特集●透析治療システムの生体適合性―基礎的知見から患者報告アウトカムまで

 1．総論：透析治療による生体刺激 聖路加国際大学研究管理部 中山　昌明
 2．透析治療と補体 名古屋大学大学院医学系研究科腎不全システム治療学寄附講座 水野　正司
 3．透析膜材質と生体適合性 医療法人社団松和会望星平塚クリニック 角田　隆俊
 4．透析膜材質と生体適合性 桃仁会病院臨床工学科 人見　泰正
 5．微小循環環境　における生体適合性 北里大学医療衛生学部医療工学科臨床工学専攻 小久保謙一
 6．透析用水と透析液の生体適合性 誠仁会みはま病院 CE部 内野　順司
 7．血液透析の酸化ストレスの評価と対応 岩手医科大学泌尿器科学講座 阿部　貴弥
 8．透析方法（オンライン HDF，長時間透析，連日透析）と生体適合性 前田医院 前田　兼徳
 9．電解水透析の生体適合性 東京ネフロクリニック 右田　敏郎
10．PDに関する生体適合性の話題 順天堂大学保健看護学部 濱田千江子
コラム：水素ガスの透析医療応用 東葛クリニック柏 中澤　了一
コラム：α1MG除去の効果 橋本クリニック 櫻井　健治
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